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報

6月5日、島田小学校で、福祉集会が行われました。
当日は、小俣等さんによる交通バリアフリーなどに関
する講演会が行われたあと、56名の児童が低床バス
と点字ブロックを使用した視覚障害者（アイマスク）
の疑似体験などを行いました。

●島田小学校で福祉集会
5月24日、西原地区の鶴川で河川清掃が行われま

した。当日は、NPOさいはらやしごと塾さいはらに参
加する市外の方、帝京科学大学の学生、地域のみなさん
など、24名が参加し、河川に捨てられた空き缶や鉄パ
イプなどのゴミを拾い、鶴川の環境保全を行いました。

●西原地区の鶴川で河川清掃

6月5日、秋山小学校と西原小学校で、人権の花運
動が行われました。この運動は、花を育てることで命
の大切さを知り、優しい心や思いやりが育まれるよう
に行われるものです。この日は、花の種やメッセージ
をつけた風船を児童たちが空高く飛ばしました。

●人権の花運動
5月 27日、巌地区松留の巌島橋近くの公園に、与謝

野晶子の歌碑が設置され、その除幕式が行われました。
この歌碑は、市と里さくらの会が設置したもので、多

くの関係者が見守るなか、里さくらの会代表の山下久子
さんと関係者の手で、除幕を行いました。

●与謝野晶子歌碑の除幕式

●地域の話題をお寄せください。
　企画課政策推進担当   電話 62-3118

今月号の表紙　

お昼寝中の子どもたち「どんな保育所できるかな」
今月号の表紙は、お昼寝中の子どもたち。はじめに３歳児以上が眠る部屋に潜入、寝顔を

撮影しようとカメラを向けたのですが・・・・勘のいい子どもは、パッと目をさまして、ポ
ーズをとる始末。惨敗です。気を取り直して、1・2歳児の部屋に潜入。今回は、カメラの音
も消して、静かに撮影。同じ方向に顔を向けている子どもたちに的をしぼって、シャッター
を押そうとしたその瞬間、寝返りされて顔が見えなくなってしまいました・・・・。それでも、
顔がこちらに向くのを待つこと 10分。やっと、子どもがカメラに顔を向けてくれ、この表
紙写真を撮ることができました。子どもの寝顔を見ていると、そんな苦労も吹っ飛び、なん
だか心が癒されます。子どもたちは、どんな夢を見ているんでしょうね。（担当者　大神田）

編集後記人口と世帯
※人口および世帯数は、外国人登録者を含みます。

人口 ● 24,908 人 （− 22）
男 ● 12,429 人 （−  4）
女 ● 12,479 人 （− 18）

世帯 ● 10,014 世帯（+  7）
平成 27 年 6 月 1 日現在

（　）内は前月比

この広報は、環境保護に配慮した再生紙と、
植物性インキを使用しています。 広報うえのはら　No.125     24
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どんな保育所
できるかな・・・。

お昼寝中の子どもたち（上野原第 1 保育所）



新

市 の 将 来 を 担 う
子 供 た ち の 為 に

市
で
は
、
旧
市
立
病
院
跡
地
に
、
平
成

27
年
6
月
議
会
に
よ
り
承
認
さ
れ
た

（
仮
称
）
新
上
野
原
保
育
所
の
建
設
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
発
達
を
願
う
こ
と
、
快

適
な
保
育
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
、
ま

た
、
そ
の
保
護
者
を
全
面
的
に
支
援
す

る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

で
す
。

そ
こ
で
、（
仮
称
）
新
上
野
原
保
育
所

の
建
設
に
向
け
て
の
経
緯
や
今
後
の
予

定
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

地
区
に
建
設
す
る
こ
と
、ま
た
、

巌
・
大
目
・
甲
東
保
育
所
を
統

合
し
た
90
名
規
模
の
新
保
育
所

を
巌
地
区
に
建
設
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
ご
存
じ
の

と
お
り
、
巌
地
区
に
は
、
平
成

26
年
４
月
に
新
巌
保
育
所
が
完

成
し
、
現
在
は
巌
こ
ど
も
園
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
野
原
地
区
に
つ
い

て
は
、こ
の
答
申
を
尊
重
し
（
仮

称
）
新
上
野
原
保
育
所
の
建
設

を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
予
定

（
仮
称
）新
上
野
原
保
育
所
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
病
後

児
保
育
室
の
併
設
、
夜
間
保
育

の
実
施
で
き
る
環
境
、
そ
し
て

広
い
遊
戯
室
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム

な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
保
育
環

境
を
第
一
に
考
え
た
設
計
と
し

ま
し
た
。
な
お
、
市
で
は
、
平

成
29
年
4
月
の
開
所
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉

施
設
担
当
（
☎
62

−
3
1
1
5
）

野

保
育

に

建
設

所

上

■ （仮称）新上野原保育所イメージ

（仮
称
）

こ
れ
ま
で
の
経
緯

市
は
、
平
成
19
年
か
ら
平
成

23
年
3
月
ま
で
の
間
、「
保
育

所
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
審
議

を
重
ね
て
き
た
市
立
保
育
所
適

正
化
審
議
会
か
ら
、
2
度
の
答

申
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
答
申
の
内
容
は
、
現
在

の
第
一
・
第
二
・
島
田
・
棡
原

保
育
所
を
統
合
し
た
2
0
0

名
規
模
の
新
保
育
所
を
上
野
原

原

■ （仮称）新上野原保育所平面図

向
け
ての

新
し
い
保
育
所
の

完
成
が
楽
し
み
だ
ー
ッ
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■ 建設概要
◎所在地・・・　上野原市上野原字上野地内
　　　　　　　　（旧市立病院跡地）
◎敷地面積・・　7,118.88m2

◎構造・・・・　木造　平屋　準耐火建築物
◎規模・・・・　建築面積 2,318.02m2　　

　　　　　　　　床面積 2,164.36m2
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上野原産キヌア説明会
【日時】　7 月 22 日（水）
　　　　 午後 2 時〜 3 時

【場所】　市役所 2 階会議室 D
どなたでも大歓迎 !!どうぞ、気軽に参加してください。

奇
跡
の
雑
穀「
キ
ヌ
ア
」

市
の
特
産
品
に

完
全
食
品
と
い
わ
れ
る
南
米
産
の
雑
穀「
キ
ヌ
ア
」。
優
れ

た
栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
か
ら
世
界
中
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
こ
の
食
材
の
国
産
化
を
、
市
は
、
他
の
地
域
に
先
駆
け

て
実
践
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
キ
ヌ
ア
の

特
産
化
に
向
け
て
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

キ
ヌ
ア
を
特
産
化

市
が
特
産
化
を
進
め
る
キ
ヌ
ア
と
は
、

南
米
の
ボ
リ
ビ
ア
や
ペ
ル
ー
が
原
産
の
雑

穀
で
す
。
そ
の
類
い
ま
れ
な
栄
養
バ
ラ
ン

ス
な
ど
か
ら
、
N
A
S
A
や
国
連
が
栽
培

を
啓
発
し
て
お
り
、
2
0
1
3
年
以
降
、

世
界
中
で
注
目
を
集
め
る
食
材
と
な
っ
て

い
ま
す
。
日
本
で
も
、
2
0
1
4
年
以
降

に
各
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
、
徐
々
に
そ

の
認
知
度
が
向
上
し
て
き
て
い
ま
す
。

キ
ヌ
ア
は
、
人
間
の
健
康
的
な
生
活
に

必
要
な
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
す
べ
て
含
む
珍

し
い
食
品
で
、
栄
養
素
が
バ
ラ
ン
ス
良
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
雑
穀
文
化
か
ら『
長
寿
の
里
』

と
称
さ
れ
た
上
野
原
と
は
、
文
化
的
な
相

性
も
良
い
こ
と
か
ら
、
世
界
に
羽
ば
た
く

特
産
品
と
し
て
、
市
も
栽
培
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
キ
ヌ
ア
の
特
産
化
に

興
味
が
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
上
野
原

産
キ
ヌ
ア
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
後
、
市
で
は
、
キ
ヌ
ア
の
特

産
化
に
向
け
て
活
動
す
る
方
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

経
済
課
農
村
地
域
づ
く

り
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
9
）

雑穀『キヌア』

『
元
気
い
き
い
き
教
室
』
開
催

■
対
象
者　

要
介
護
等
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方
で
、
次

に
該
当
す
る
方

・
二
次
予
防　

自
立
さ
れ
た
生
活
を

し
て
い
る
が
何
ら
か
の
病
気
や
症

状
が
あ
り
、
要
支
援
や
要
介
護
状

態
に
な
る
可
能
性
が
高
い
方

・
一
次
予
防　

現
在
、
健
康
な
状
態

で
自
立
し
た
生
活
を
し
て
い
る
方

※
参
加
希
望
の
方
は
、
主
治
医
に
運

動
が
可
能
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
二
次
予
防
お
よ
び
一
次
予
防
の
対

象
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
申
し
込

み
後
に
行
う
聞
き
取
り
調
査
の
結

果
に
よ
り
選
定
し
ま
す
。

■
開
催
内
容　

室
内
運
動
コ
ー
ス
、

室
内
&
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス
、
プ

ー
ル
運
動
コ
ー
ス

※
秋
山
温
泉
の
プ
ー
ル
運
動
コ
ー
ス

は
、
二
次
予
防
、一
次
予
防
に
分

か
れ
ま
す
。

■
申
込
方
法　

長
寿
健
康
課
地
域
包

括
支
援
担
当
ま
た
は
秋
山
支
所
・

各
出
張
所
に『
元
気
い
き
い
き
教
室
』

利
用
申
請
書
が
あ
り
ま
す
。
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
介
護

予
防
を
重
点
的
に
行
う
必
要
の
あ

る
方
（
二
次
予
防
対
象
者
）
を
優

先
し
ま
す
。

■
申
込
期
限　

7
月
21
日（
火
）
午

後
5
時

■
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
地
域
包

括
支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
秋
山
温
泉
な
ど
で
実
施
し
て
い
た
『
元
気
い
き
い
き
教

室
』
を
市
民
プ
ー
ル
で
も
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
併
せ
て
、
秋
山
温
泉
で
実

施
し
て
い
る
「
元
気
い
き
い
き
教
室
」
の
参
加
者
も
募
集
し
ま
す
。

元気いきいき教室（秋山温泉）
コース名 日程 実施時間 場所 定員 参加料

室内運動コース
（火曜日）

8/25 〜 11/10
（火曜日10回）午前 11時〜午後 1時

秋山温泉
各コース
15名

1回 200円
昼食代 600円

午後のコースは、昼食が
ありません。ただし、希
望者には教室終了後に軽
食（200円）を用意する
ことができます。
※新規参加者のみ参加初
日に保険料として1,000
円徴収します。

室内 & プール運動
コース（火曜日）

8/25 〜 11/10
（火曜日10回）午後 0時 15分〜 1時 45分

プール
運動

コース

水曜 8/26 〜 11/11
（水曜日11回）①何らかの病気や症状　のある方（二次予防）

　午前 11時〜午後 1時
②健康な状態の方
　（一次予防）
　午後0時15分〜1時45分

木曜 8/27 〜 11/12
（木曜日12回）

金曜 8/28 〜 11/13
（金曜日12回）

元気いきいき教室（市民プール）
コース名 日程 実施時間 場所 定員 参加料

プール運動
コース（月曜日）

8/24 〜 11/16
祝日を除く毎週
月曜日週 1回
実施（全11回）

①何らかの病気や症状　
　のある方（二次予防）
②健康な状態の方
　（一次予防）
午前 11時〜午後 1時

市民
プール 15名

1回 200円
※新規参加者のみ参加初
日に保険料として1,000
円徴収します。

※市民プール開催の元気いきいき教室では、昼食がありません。ただし、お弁当などの持ち込みは可能です。教室終了後、
　昼食を取りたい方は、2階の部屋をご利用ください。

市
民
プ
ー
ル
・
秋
山
温
泉

雑穀「キヌア」
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市民のみなさんに直接かかわる情報コーナー ＵＥＮＯＨＡＲＡ　ＣＩＴＹ　I N F O RM A T I O N 　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

75
歳
以
上
の
み
な
さ
ん
へ

現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
薄
紫
色
）の
有
効
期
限
は
、
平
成

27
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
に
は
、
7
月
中
旬

に
新
し
い
被
保
険
者
証
（
さ
く
ら
色
）を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
の

で
、
8
月
1
日
以
降
は
、
新
し
い
被
保
険
者
証
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
・
給
付
に
関
す
る
こ
と

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
同
じ
く

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
認
定
証
と
な
り
ま

す
。

※
前
年
度
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
引
き

続
き
適
用
要
件
に
該
当
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

か
ら
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

基
準
収
入
額
申
請

住
民
税
課
税
所
得
金
額
が

145
万
円
以
上
の

被
保
険
者
が
い
る
世
帯
は
、
被
保
険
者
の
窓

口
負
担
の
割
合
が
3
割
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
一
定
基
準
額
以
下
で
あ
る
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
1
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
必
要
書
類

確
定
申
告
書
や
源
泉
徴
収
票
の
写
し
な

ど
、
所
得
状
況
の
わ
か
る
も
の
。

※
該
当
者
に
は
勧
奨
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
期
限
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

《
現
在
使
用
し
て
い
る
被
保
険
者
証
は
？
》

　

8
月
に
な
っ
た
ら
、
は
さ
み
で
切
る
な
ど

し
て
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
国
保
年

金
担
当（
☎
62

−

3
1
1
2
）

保
険
料
に
関
す
る
こ
と

6
月
24
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い

る
方
の
平
成
27
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
は
7
月
に
決
定
し
、
納
入
通
知
書
を
7
月

中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

6
月
25
日
以
降
に
資
格
を
取
得
し
た
被
保

険
者
の
方
へ
は
、
取
得
月
の
翌
月
に
納
入
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

《
保
険
料
の
納
付
方
法
》

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
原
則
、「
年

金
か
ら
の
天
引
き
」（
特
別
徴
収
）
と
な
り

ま
す
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
、

「
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
」（
普
通
徴
収
）

で
の
納
付
と
な
り
ま
す
。

①
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
方

②
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1
を

超
え
る
方

《
年
金
か
ら
の
天
引
き
の
方
は
、
口
座
振
替

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
》

●
手
続
方
法

金
融
機
関
で
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

口
座
振
替
を
申
し
込
み
、
そ
の
際
に
受
け
取

る
「
納
入
者
控
」
と
印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、

市
役
所
税
務
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
注
意
点
》

保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど
に
よ
り
、
口
座

振
替
に
変
更
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
か
ら
の
口
座
振
替

に
変
更
し
た
場
合
、
そ
の
社
会
保
険
料
控
除

は
、
口
座
振
替
に
よ
り
支
払
っ
た
方
に
適
用

さ
れ
ま
す
。

《
保
険
料
の
軽
減
措
置
》

平
成
27
年
度
は
、
従
来
の
保
険
料
軽
減
措

置（
均
等
割
の
8.5
割
、
5
割
ま
た
は
2
割
軽

減
措
置
）に
加
え
、
次
の
軽
減
措
置
を
行
い

ま
す
。

◆
均
等
割
が
９
割
軽
減

①
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
全
員
」
と
「
世
帯
主
」
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
33
万
円
以
下
の
方

②
①
の
方
の
う
ち
、
世
帯
内
の
「
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
全
員
」
が
、
年

金
年
収
80
万
円
以
下
で
、
他
の
所
得
が
な

い（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
０
円
で
あ
る
場
合
）世
帯

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す
る
直
前

は
「
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
」

で
あ
っ
た
方

◆
所
得
割
が
5
割
軽
減

①
年
金
収
入
が

153
万
円
以
上

211
万
円
以
下
の

方（
給
与
収
入
等
が
あ
る
場
合
で
も
、
控

除
後
の
所
得
が
91
万
円
以
下
で
あ
る
場

合
）

《
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を

　
　
　
　
　
　

完
納
し
て
い
な
い
方
は
？
》

　

有
効
期
限
が
短
い
も
の
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
課
税
担
当（
☎
62

−

3
1
1
3
）

▲ 8 月 1日以降からさく
ら色になる後期高齢者医療
被保険者証（見本）

下
水
道
接
続
工
事
の
お
願
い

下
水
道
法
で
は
、
公
共
下
水
道
が

使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
、
浄
化

槽
な
ど
の
家
庭
で
速
や
か
に
、
汲
み

取
り
ト
イ
レ
の
家
庭
で
３
年
以
内
に
、

公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
内
に
建
物
な
ど
を

所
有
し
て
い
る
方
は
、
早
期
に
公
共

下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
接
続
工
事
に
関
し
て
は
、

排
水
設
備
工
事
補
助
金
制
度
や
工
事

資
金
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

補
助
金
と
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

《
排
水
設
備
工
事
補
助
金
制
度
》

下
水
道
の
供
用
開
始
か
ら
３
年
以

内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
た
め

の
宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置
し
た
場

合
、
工
事
費
の
２
分
の
１(

限
度
額

１
０
万
円)

を
補
助
し
ま
す
。
補
助

対
象
工
事
費
は
、
水
洗
化
工
事
費
、

宅
地
内
排
水
設
備
工
事
費
、
井
戸
な

ど
に
設
置
す
る
水
道
メ
ー
タ
ー
取
付

工
事
費
で
す
。
な
お
、
新
築
に
と
も

な
い
設
置
す
る
宅
内
排
水
設
備
工
事

お客様
（所有者）

上野原市排水
設備指定工事店

建設課
下水道担当

★下水道への接続工事
をする時は、必ず「上
野原市排水設備指定工
事店」へ依頼してくだ
さい。指定工事店につ
いては、市のホームペー
ジをご覧いただくか、
下水道担当にお問い合
わせください。

１. 工事の相談・
見積り

2. 見積書

3. 契約

6. 責任施工

4. 工事確認申請

5. 承認

7. 完了届

8. 検査

検査終了後、市に下水道使用開始届を提出することで、下水道の使用が開始さ
れます。

建
設
課
下
水
道
担
当
か
ら

お
知
ら
せ

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。
期
限
が
３

年
と
限
ら
れ
て
い
る
制
度
で
す
の
で
、

早
め
の
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
工
事
資
金
等
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
》

宅
地
内
排
水
設
備
を
設
置
す
る
た

め
の
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
う

制
度
で
す
。
市
内
の
金
融
機
関(

郵

便
局
を
除
く)

か
ら
融
資
を
受
け
ら

れ
、
そ
の
場
合
に
生
じ
る
利
子
を
市

が
全
額
補
給
し
ま
す
。

※
各
制
度
に
は
条
件
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
下
水
道
担
当
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
下
水
道
担

当
（
☎
62

−

3
1
4
5
）

　江戸時代の日本は、農業が経済基盤でした。こ
の農業を支えたのが、肥料として利用されたし尿
でした。し尿は、植物の育成に必要な有機物が多
量に含まれており、農作物の生産を向上させるため
の有効な肥料でした。このため、江戸のまちには、
共同の便所が設置され、し尿が貯められていました。
当時、農村部からは、この「農作物にとって絶好の
肥料」を買い求めに、たくさんの人が江戸に来たそ
うです。このような中で、大名屋敷のし尿は、一般
庶民のし尿よりも高く売れたとも言われています。

江戸時代のし尿処理

下水道のおはなし
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国民年金保険料を免除・猶予する制度
国民年金は、日本国内にお住まいの、20 歳以上 60 歳未満のすべての方が
加入する制度です。保険料の納付を続けることで、老後の生活保障である老
齢基礎年金だけでなく、万が一のときに障害基礎年金や、遺族基礎年金が受
け取れる制度です。経済的な理由などで保険料を納付することが困難な場合
は、申請により保険料の納付を免除・猶予する制度があります。

保
険
料
免
除
制
度

■
平
成
27
年
度
分
（
平
成
27
年
7
月
分

か
ら
平
成
28
年
6
月
分
ま
で
）の
免
除

な
ど
を
希
望
す
る
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

※
4
月
か
ら
法
律
が
改
正
さ
れ
、
保
険

料
の
納
付
期
間
か
ら
2
年
を
経
過
し

て
い
な
い
期
間
（
申
請
時
点
か
ら
2

年
1
か
月
前
ま
で
の
期
間
）
に
つ
い

て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
な
ど
を
申

請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
は
、
前
年
の

所
得
に
応
じ
て
次
の
4
段
階
の
基
準
額
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
は
免
除
の
種
類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
全
額
免
除

●
4
分
の
3
免
除
（
納
付
額
3
9
0
0
円
）

●
半
額
免
除
（
納
付
額
7
8
0
0
円
）

●
4
分
の
1
免
除（
納
付
額
1
万
1
6
9
0

円
）

※
一
部
納
付
は
、
納
付
す
べ
き
保
険
料

を
納
付
し
な
か
っ
た
場
合
、
未
納
と

同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
免
除
が
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
判
定
基
準

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
各
々
が

所
得
基
準
額
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と
。

《
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
》

30
歳
未
満
の
方
は
、
世
帯
主
の
所
得
の

多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
本
人
と
配
偶
者
の
所

得
審
査
で
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

猶
予
制
度
で
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
算
入
さ
れ
ま

せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

は
算
入
さ
れ
ま
す
。

《
退
職（
失
業
）の
特
例
》

通
常
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の

所
得
が
審
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
の
方
の
な
か
で
、
今
年
度
ま
た
は
前

年
度
に
退
職
し
た
方
は
、
雇
用
保
険
の
受

給
資
格
者
証
や
離
職
票
な
ど
の
公
的
機
関

な
ど
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
で
、
そ

の
方
の
所
得
は
、
審
査
対
象
か
ら
除
か
れ

ま
す
。

《
追
納
制
度
》

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認
を
受
け

た
期
間
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
期

間
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
10
年
以
内
（
平
成
27
年

4
月
分
は
平
成
37
年
4
月
末
ま
で
）
で
あ

れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
経

過
し
た
期
間
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
追
納
を
お
勧
め
し

ま
す（
左
表
参
照
）。

《
申
請
手
続
き
》

市
民
課
国
保
年
金
担
当
、
秋
山
支
所
ま
た

は
各
出
張
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
持
ち
物　

印
鑑
・
年
金
手
帳

●
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構
大
月
年
金

事
務
所
（
☎
22

−

3
8
1
1
）、
市
民
課
国

保
年
金
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
2
）

○免除の承認を受けた年度の保険料を平成 26 年度に追納する場合の額
年度 全額免除 4 分の 3 免除 半額免除 4 分の 1 免除

平成 17 年度の月分 14,880 円 ー 7,440 円 ー
平成 18 年度の月分 14,930 円 11,190 円 7,460 円 3,730 円
平成 19 年度の月分 14,960 円 11,210 円 7,480 円 3,730 円
平成 20 年度の月分 15,090 円 11,320 円 7,540 円 3,770 円
平成 21 年度の月分 15,160 円 11,360 円 7,580 円 3,780 円
平成 22 年度の月分 15,430 円 11,570 円 7,720 円 3,850 円
平成 23 年度の月分 15,220 円 11,410 円 7,610 円 3,800 円
平成 24 年度の月分 15,070 円 11,300 円 7,530 円 3,760 円

※平成 24 年度分以前の保険料に加算額が上乗せされます。
※平成 25 年度および平成 26 年度の追納額には加算がつきません。

わ
が
家
の
耐
震
診
断

●
対
象
住
宅　

次
の
項
目
す
べ
て
に

該
当
す
る
住
宅

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有
し
、

居
住
し
て
い
る
こ
と（
1
所
有
者
に

つ
き
1
棟
が
対
象
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
、
木

造
従
来
工
法（
伝
統
工
法
な
ど
）で

建
築
さ
れ
た
住
宅

市
で
は
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
入

居
希
望
者
を
対
象
に
秋
山
地
区
内
の

市
営
住
宅
の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

市
営
住
宅
の
追
加
募
集

●
対
象
住
宅

・
浅
間
第
2
団
地
（
秋
山
8
6
7
2-

2
）
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
3

階
建
76
㎡
／
戸

●
募
集
期
間　

7
月
1
日（
水
）
〜
31

日
（
金
）

●
応
募
資
格

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

・
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ

る
方

・
同
居
す
る
親
族
な
ど
が
い
る
方

・
収
入
月
額
15
万
8
千
円
以
下
で
あ

る
方
（
世
帯
の
合
計
所
得
か
ら
公

営
住
宅
法
で
定
め
る
額
を
控
除
し
、

12
か
月
で
割
っ
た
金
額
）

・
本
人
ま
た
は
同
居
す
る
親
族
な
ど

が
暴
力
団
員
で
な
い
方

※
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
方
に
つ

い
て
は
、
入
居
基
準
お
よ
び
収
入

基
準
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
で
都
市
計
画
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
必
要
書
類

な
ど
を
送
付
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
計
画

担
当（
☎
62

−

3
1
9
1
）

市営住宅（秋山地内）追加募集

市
で
は
、
次
の
内
容
の
木
造
住
宅
耐
震
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
事
業

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

300

㎡
以
下
の
住
宅

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
、
住
宅
部
分

が
2
分
の
1
以
上
の
併
用
住
宅

・
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の
戸

建
住
宅

・
市
税
な
ど
の
未
納
が
な
い
方
が
所

有
す
る
住
宅

●
診
断
費
用　

無
料
（
個
人
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
）

●
申
込
期
間　

7
月
1
日（
水
）〜
9

月
30
日
（
水
）（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）

●
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
都
市
計
画
課
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
、

都
市
計
画
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
計
画

担
当（
☎
62

−

3
1
9
1
）

■日　時　7 月 30 日（木）午後 2 時〜 4 時
■場　所　県立文学館講堂（甲府市貢川一丁目 5−35）
■演　題　人がつくるまちの彩り・地域が育む
　　　　　まちの個性　講師　加藤幸枝 氏
■対象者　どなたでも参加できます。

■参加費　無料
■定　員　300 名（先着順）
■申込方法　電話で氏名、人数などをお伝えください。　
■申込み・問い合わせ　山梨県美しい県土づくり推進室

（☎ 055-223-1325）、都市計画課計画担当（☎ 62-3191）

「景観セミナー」を開催します
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
）に
つ
い
て
の
疑
問
に
答

え
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
教
え
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

個人番号カードは、マイナンバーが通知された後に申請すると、
平成 28年 1月以降、交付を受けることができます。

平成 28 年 1 月〜　
マイナンバー利用開始

シ
リ
ー
ズ
《
第
4
回
》

平成 27 年 10 月〜　
住民票の住所地に通知カード送付

Q    

個
人
番
号
カ
ー
ド
っ
て
何
？ 

A　
個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
表
面
に

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性
別
、

顔
写
真
、
裏
面
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

な
ど
が
記
載
さ
れ
、
IC
チ
ッ
プ
が

搭
載
さ
れ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
カ

ー
ド
で
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
と
異
な
り
顔
写
真
が

表
示
さ
れ
る
た
め
、
本
人
確
認
の

た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え

る
ほ
か
、
e-

T
a
x
な
ど
の
電

子
申
請
が
行
え
ま
す
。
今
後
も
、

保
険
証
と
し
て
の
利
用
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。

市職員採用試験のお知らせ

市
職
員
採
用
試
験
募
集

●
試
験
職
種　

事
務
職
、
土
木
職
、

社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専

門
員
、
保
健
師
、
消
防
職

●
採
用
人
員　

若
干
名

●
受
験
資
格

・
事
務
職　

昭
和
62
年
4
月
2
日
〜

平
成
6
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方
で
、
採
用
後
、
上
野
原
市
に
居

住
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

・
土
木
職　

次
の
①
②
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
で
、
採
用
後
、
上

野
原
市
に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き

る
方

①
昭
和
62
年
4
月
2
日
〜
平
成
6
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方

②
昭
和
57
年
4
月
2
日
〜
昭
和
62
年

4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
方
で
、
民
間

企
業
な
ど
に
お
け
る
土
木
関
係
の

設
計
、
施
工
管
理
な
ど
の
職
務
経

験
が
通
算
し
て
5
年
以
上
あ
る
方

・
社
会
福
祉
士　

昭
和
61
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
社
会
福
祉
士
の
資
格

を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成
28
年

3
月
31
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
見

込
み
の
方

・
主
任
介
護
支
援
専
門
員　

昭
和
51

市では、平成 27 年度上野原市職員採用試験（平成 28 年 4 月
採用予定）を次のとおり実施します。

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

で
、
試
験
申
込
み
時
に
主
任
介
護

支
援
専
門
員
の
資
格
を
有
す
る
方

・
保
健
師　

昭
和
55
年
4
月
2
日
〜

平
成
6
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

方
で
、
保
健
師
免
許
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
、
平
成
28
年
に
お
い
て
最

初
に
実
施
さ
れ
る
保
健
師
国
家
試

験
に
よ
り
当
該
免
許
を
取
得
見
込

み
の
方

・
消
防
職　

平
成
2
年
４
月
２
日
〜

平
成
10
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

方
で
、
採
用
後
、
上
野
原
市
に
居

住
す
る
こ
と
が
で
き
る
方

※
こ
の
他
に
、身
体
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
試
験
日
時　

第
１
次
試
験　

９
月

20
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

●
試
験
会
場　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
申
込
受
付
期
間　

7
月
21
日（
火
）

～
8
月
10
日（
月
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
土
・
日
除
く
）

※
試
験
申
込
書
は
７
月
1
日（
水
）

か
ら
市
役
所
総
務
課
で
配
布
し
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
採
用
試
験
案
内
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
人
事
秘
書

担
当
（
☎
62

−

3
1
1
7
）

金婚式・ダイヤモンド婚式のお知らせ

市
で
は
、
毎
年
各
地
区
敬
老
会
の
席
上

で
、
金
婚
式
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の

対
象
者
に
、
褒
状
・
記
念
品
の
贈
呈
を

行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
対
象
者

●
金
婚
式　

昭
和
40
年
中
に
婚
姻
届

を
提
出
し
て
い
る
ご
夫
婦

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式　

昭
和
30
年

中
に
婚
姻
届
を
提
出
し
て
い
る
ご

夫
婦

※
特
例
措
置
と
し
て
、
婚
姻
届
を
提

出
し
て
い
な
く
て
も
、
次
の
場
合

は
対
象
に
な
り
ま
す
。

●
金
婚
式　

昭
和
41
年
中
に
第
1
子

が
誕
生
し
て
い
る
場
合

●
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式　

昭
和
31
年

中
に
第
1
子
が
誕
生
し
て
い
る
場
合

※
対
象
者
は
、1
月
1
日
現
在
で
当

市
に
住
所
を
有
す
る
方
で
す
。

※
対
象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
各
地
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

長
寿
健
康
課
地
域

包
括
支
援
担
当
（
☎
62

−

3
1
2
8
）

マイナンバーを記載した書類を提出する際、義務付けられてい
る本人確認が、個人番号カードなら 1枚で完了します。

個人番号カードの ICチップには、所得情報などのプライバ
シー性の高い個人情報は記録されません。

●問い合わせ　企画課政策推進担当
（☎ 62-3118）

上野原の良さを
再発見↓

上野原もすっかり夏色に染まってきましたね。夏といえば川遊び、手持ち花火、バーベ
キューなど、さまざまな思い出をつくることができます。・・・ですが、毎年同じような
ことを行っていませんか。そこで、今回は、上野原に生息しているホタルを紹介します。

夕涼みのススメ
帝
京
科
学
大
学 

ね
こ
の
目
報
道
部

vol. 6

　
ネ
コ
ノ
メ

広
報
う
え
の
は
ら
版

背中側の赤い部分に十文字のような黒い模
様が入っている。体長はオスが 15mm 前
後、メスが 20mm 前後。発光は強い。5 
月下旬から 7 月初め頃に出没。

背中側の赤い部分に縦一本に黒い線が入っ
ている。体長はオスが 9mm 前後、メス
が 11mm 前後。発光はゲンジボタルより
弱い。7 月上旬から 8 月初め頃に出没。

ゲンジボタル ヘイケボタル

※ホタルは繁殖のためにとび回っています。成虫になってからは水しか飲まないため、排泄はしません。
　幼虫しか光らない種類のホタルもいますが、ゲンジボタルもヘイケボタルも成虫は発光します。

ホタル観
察の

極意
其の壱　▼足元を照らすために懐中電灯を持って行くのは良いが、ホタルや
　　　　　 民家に向けて照らさない
其の弐　▼いくら綺麗だと思っても、ホタルを捕まえたりしない
其の参　▼フラッシュをたいて写真を撮らない
其の肆　▼静かに歩き、大声でしゃべらない

（イラスト協力：ぱいせん様）

婚活中のホタルたちを温かい目で見守りましょう ! !
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らちこ

しもし
も

Ｈｏｔ　ｌｉｎｅ〜市長と市民のホットライン〜

市長室！！市長室！！
上野原市長　江口英雄

市 長 の ひ と 言

市 長 へ の 手 紙

ふ
れ
あ
い
公
園

《
要
望
》　

　
　

ふ
れ
あ
い
公
園
の
中
に
遊
具
を
設

置
し
て
欲
し
い
で
す
。

　
　

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
や
ブ
ラ
ン
コ
な

ど
の
遊
具
が
一
つ
で
も
あ
る
と
、
子

ど
も
の
運
動
不
足
解
消
に
つ
な
が

り
、
と
て
も
助
か
り
ま
す
。

　
　

も
し
、
遊
具
が
設
置
さ
れ
た
ら
、

親
の
監
視
の
も
と
、
責
任
を
持
っ
て

遊
ば
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

《
回
答
》　

　
　

こ
の
た
び
は
、
貴
重
な
ご
意
見
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
指
摘
い

た
だ
い
た
ふ
れ
あ
い
公
園
は
、
防
災

を
主
の
目
的
と
し
た
公
園
と
な
っ
て

い
ま
す
。
遊
具
を
設
置
す
る
と
、
そ

の
周
囲
に
安
全
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す

る
必
要
が
生
じ
、
そ
の
分
、
防
災
機

能
を
損
な
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
　

し
か
し
な
が
ら
、
遊
具
の
設
置
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
要
望
が
多

い
こ
と
か
ら
、
防
災
機
能
な
ど
に
影

響
が
な
い
範
囲
で
設
置
を
検
討
し
ま

す
。

市に寄せられた市長への手紙を紹介します。

ちょっと

No.64

〜　上野原市のまちづくりについて話し合う　〜

『よっちゃれ市民座談会』
in大目・甲東 

ふ れ 愛 卜 ー ク

■ 日時　7月 28日（火）午前9時〜11時
※毎月1回、2時間を目安に開催しています。
■ 方法　1人または1組（5人程度）を対象として、対話
時間はおおむね20分間です。

■ 場所　市長室
■ 申込み・問い合わせ　
　企画課政策推進担当（☎62-3118）

市民のみなさんと市長との

『
よ
っ
ち
ゃ
れ
市
民
座
談

会
』
は
、
月
に
1
〜
2
回
程

度
、
市
内
の
各
地
区
に
市
長

が
伺
い
、
そ
の
地
区
に
住
む

み
な
さ
ん
と
、
こ
れ
か
ら
の

市
の
発
展
や
新
し
い
ま
ち
を

創
造
し
て
い
く
た
め
に
何
が

必
要
か
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
う
も
の
で
す
。
参
加
は
、

そ
の
開
催
地
区
に
住
む
方
な

ら
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
希
望
者
は
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

第
3
回
目
・
4
回
目
の
開

催
地
区
は
、
次
の
と
お
り
、

大
目
地
区
と
甲
東
地
区
で
す
。

あ る 日 の 市 長 江口市長のある日の一日を紹介します。

海外の地方行政官たちと江口市長

西原地区の開催の様子

5月 30日（土）、西原出張所3階多目的ホールで、『よっちゃれ市民
座談会 in西原』を開催しました。当日は、23名の地域のみなさんが参
加し、市の将来について話し合いました。参加者からは、『移住促進を図
るには、空き家の持ち主と借り主をつなげるコーディネーターが必要』『旧
西原小学校や教員住宅などを大学などに貸して、地域と学生との交流を
図り、地域活性化につなげたらどうか』など、多くの提案がありました。

開催地区　大目地区

日時　7 月 11 日（土）
時間　午後 7 時〜
場所　大目出張所２階多目的ホール

開催地区　甲東地区

日時　7 月 25 日（土）
時間　午後 7 時〜
場所　甲東コミュニティーセンター２階

今月の
開催地区

『よっちゃれ市民座談会 in 西原』開催報告

江口市長と意見交換

アフガニスタン・コソボなどの
地方行政官やNGO職員が表敬訪問　6/3（水）
この日、市役所庁議室で、江口市長がアフガニスタンやコソボな

どの地方行政官と意見交換をしました。
これは、一般社団法人あいあいネットと JICA横浜が実施したプ

ログラムで、住民と行政が協働して地域開発に取り組む現場（西原
地区）を学ぶ研修のなかの一つです。

『
自
転
車
の
安
全
な
運
転
』

み
な
さ
ん
も
ご
存
知
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
年
の
6
月
1
日
か
ら
改
正

道
路
交
通
法
が
一
部
施
行
さ
れ
、
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
の
罰
則
が

強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
転
車
運
転
中
の
危
険
行
為
で
、「
3

年
以
内
に
2
回
以
上
違
反
を
行
っ
た

場
合
」
は
、
自
転
車
運
転
者
安
全
講

習
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
講

習
を
受
講
し
な
い
と
罰
金
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
危
険
行
為

に
は
、
車
道
の
逆
走
や
信
号
無
視
、

携
帯
電
話
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
十

分
注
意
し
て
、
自
転
車
を
運
転
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
に
気
を
つ
け
た
い
こ
と

が
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
自
転
車

運
転
で
す
。
子
ど
も
は
、
ま
だ
、
判

断
能
力
が
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
危

険
行
為
を
行
う
可
能
性
が
高
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
お
年
寄
り
も
身
体

的
な
衰
え
か
ら
交
通
事
故
を
起
こ
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
子
ど
も
や
お
年

寄
り
に
は
、
安
全
な
自
転
車
運
転
の

啓
発
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
子
ど
も
た
ち
は
、
夏
休

み
を
向
か
え
、
自
転
車
を
運
転
す
る

機
会
も
増
え
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が

危
険
な
自
転
車
運
転
を
行
わ
な
い
よ

う
に
、
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

地
域
で
も
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
上
野
原
市
が
安
全
で
安

心
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
に
、
私
自
身
も

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
お
年
寄
り
を

支
え
な
が
ら
安
全
で
安
心
な
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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保健だより
●問い合わせ　長寿健康課保健担当（☎62-4134）

伝言板

保健師からのメッセージ　№34

うえのはら健康家族
Healthy Life

★乳幼児すこやか発達相談
◎日 時	 7 月 27 日（月）予約制
◎対 象 者	 市内在住の就学前の子と保護者
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。

★１日人間ドック
◎対 象 者	 35 歳以上 74 歳以下の国民健康保険

加入者
	 75 歳以上の後期高齢者医療制度の被

保険者
◎検 診 料	 自己負担金　14,200 円
	 （昼食代含む・オプション検査は別途）
	 婦人科を受診される方は 16,400 円
	 （子宮がん 1,500 円・乳がん 700 円）
◎申 込 み	 お早めに各実施機関に直接申し込み

ください。
※オプション検査・料金・実施日・送迎・持ち物な
ど、詳細は各実施機関へお問い合わせください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

実施機関 申込み・問い合わせ 送迎

上 野 原 市 立 病 院 0554-62-5121 なし

山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市） 0120-28-5592 一部あり

仁和会総合病院健診
センター（八王子市） 042-644-3721 なし

ク ア ハ ウ ス 石 和
（笛吹市） 055-263-7071 一部あり

★乳がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 28年 4

月 1日までに 40歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 マンモグラフィ検査
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 保健担当へ電話で申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

★乳幼児健診

※詳細については、該当児にお知らせを郵送します。

★骨粗しょう症検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり、平成 28年 4

月 1 日までに 40 歳以上になる女性
◎検 診 料	 700 円
◎内 容	 医師の診察（問診）・前腕とう骨検査
◎検 診 日	 7 月21日（火）、8月18日（火）
※毎月第3火曜日（午後）の実施となります。
◎医療機関	 上野原市立病院
◎申 込 み	 直接、上野原市立病院（☎ 62-5121）

へ申し込みください。
※受付時間は、午後 1時〜 5時（土・日・祝日除く）
※市の集団検診との重複受診はできません。

★子宮頸がん施設検診
◎対 象 者	 市内に住民登録があり平成 28 年 4

月 1日までに 20歳以上になる女性
◎検 診 料	 上野原市立病院  600 円、
　　　　　　 その他の病院  1,500 円
◎内 容	 子宮頸がん検診
◎医療機関	 上野原市：上野原市立病院
　 　　　　　 大 月 市：武者医院、稚枝子おおつき
　　　　　　　　　　 　クリニック
　 　　　　　 都 留 市：磯部医院、都留市立病院
◎申 込 み　  保健担当へ電話で申し込みください。
※市の集団検診との重複受診はできません。

がん検診を受けましょう
がんは日本人の死因の第1位です。日本では、年

間80万人以上が新たにがんにかかっています。が
んにかかる人の約3割は 40歳から 64歳の現役世
代です。40歳を過ぎたら (子宮頸がんは20歳を過
ぎたら )定期的にがん検診を受けることが大切で
す。検診で見つかるがんの中には、早期発見、早期
治療で治せるがんも増えてきました。例えば胃がん
や乳がんは、早期であればほとんど治癒します。仕
事や家事が忙しいなどと言わずに、がん検診を受け
ましょう。
市が実施するがん検診の対象年齢は、20歳以上

です。また、今年度 21歳、41 歳、51 歳の方は、
がん検診（市の集団検診）の自己負担金が無料です。
がん検診を受けたことがない方は、この機会にぜひ、

今月のテーマ

『 受けて安心 ! がん検診 』

がん検診を受けましょう

脳ドックのご案内（上野原市立病院）

■ 基本検査項目
　①診察（問診）、身長、体重、血圧測定
　②血液、生化学的検査
　③頭頸部MRI・MRA
■ 検診料金　32,400円（税込）
※オプション：頸動脈超音波検査5,940円（税込）
■ 実施日時　7月25日（土）、8月29日（土）午後
■ 定　員　4名
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎62-5121）

検診デビューしましょう。
がん検診についての問い合わせや申し込みは、長

寿健康課保健担当（☎62－ 4134）にお願いします。
気軽に申し込みください。

《出張がん相談（要予約）》
■ 日　時　7月 8日（水）午後1時 30分〜 4時
■ 場　所　都留市保健福祉センター3階会議室
　（いきいきプラザ都留）山梨県都留市下谷2516-1
■ 対象者　がん患者・がん患者の家族や関係者
■ 申込み・問い合わせ　県健康管理事業団
　（☎055-227-8740）

禁煙外来のご案内
《上野原市立病院》
■ 日時　火・金曜日の午後２時〜３時（完全予約制）
■ 予約受付　平日午後２時〜４時
■ 問い合わせ　上野原市立病院（☎62-5121）

《秋山診療所》
■ 日時　月曜日（時間要相談）
■ 予約受付　月、火、水、金　午後9時〜11時 30分
■ 問い合わせ　秋山診療所（☎56-2014）
※費用は、両院ともに 5回で 13,000 円〜 20,000 円程度（3割負担の場合）

実施日 該当児

4 か月児
7月3日（金） H27年 2月 1日〜 28日生

8月6日（木） H27年 3月 1日〜 31日生

9 か月児
7月3日（金） H26年 9月1日〜30日生

8月6日（木） H26年10月1日〜31日生
1 歳
6 か月児 7月7日（火） H25年 11月 1日　〜 12月 31日生

2 歳 児 8月3日（月） H25年 6月 16日　〜 7月 31日生

3 歳 児 7月 29日（水） H24年 6月 1日　〜 7月 15日生
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●
開
催
日　

10
月
18
日
（
日
）

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
対
象
者　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
個
人
ま
た
は
団
体
の
ア

マ
チ
ュ
ア

●
募
集
内
容　

歌
、
踊
り
、
楽
器

演
奏
、
演
劇
、
朗
読
な
ど

●
発
表
時
間　

20
分
以
内

※
舞
台
セ
ッ
ト
か
ら
撤
収
ま
で

●
参
加
費　

一
人
1
0
0
0
円

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
市
教
育
委

員
会
へ
提
出

※
申
込
書
は
、
市
教
育
委
員
会
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　

8
月
20
日
（
木
）

必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
選
考

の
う
え
代
表
者
に
通
知
し
ま
す
。

※
音
響
、
照
明
な
ど
の
機
材
は
、

備
え
付
け
の
も
の
を
使
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
「
上
野
原
み
ん

な
の
発
表
会
」
実
行
委
員
長 

高

橋
茂
（
☎
62

−

4
5
4
6
）

●
期
間　

7
月
・
8
月
の
土
日
、

7
月
18
日
（
土
）
〜
8
月
23
日

●
日
時　

7
月
31
日（
金
）午
前
10

〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

●
場
所　

市
役
所
1
階
会
議
室
Ｂ

（
福
祉
課
横
）

●
内
容　

土
地
、
建
物
の
表
示
に

関
す
る
登
記
の
相
談
（
土
地
の

分
割
、
地
目
の
変
更
、
建
物
の

新
築
、
増
築
、
取
り
壊
し
の
登

記
、
隣
地
と
の
境
界
問
題
な
ど
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
秘
密
は
守
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

山
梨
県
土
地
家

●
日
時　

8
月
1
日
（
土
）
午
後

1
時
30
分
〜

●
場
所　

市
立
図
書
館
会
議
室

●
対
象
者　

市
内
の
学
校
に
通
う

中
学
生

●
内
容　

上
野
原
高
校
図
書
委
員

が
司
会
を
務
め
、
参
加
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
イ

ベ
ン
ト

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県

立
上
野
原
高
等
学
校
（
☎
62

−

4
5
1
0
）

●
日
時　

7
月
6
日
（
月
）、
8
月

農
地
の
売
買
や
賃
借
な
ど
を
す

る
場
合
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
許

可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
7
月
の
申
請
書
提
出
期
限

　
7
月
10
日（
金
）ま
で

※
詳
細
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
市
農
業

委
員
会（
経
済
課
内
☎
62

−

3
1
1
9
）

●
日
時　

7
月
25
日（
土
）
　

午
前

9
時
〜
正
午

●
場
所　

消
防
庁
舎
2
階
会
議
室

（
松
留
5
1
4

−

8
）

●
内
容　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ（
成

人
の
心
肺
蘇
生
法
、
A
E
D
使

用
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血
法
）

※
軽
い
運
動
が
で
き
る
服
装
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

30
名

●
受
講
資
格　

市
内
居
住
者
ま
た

は
市
内
在
勤
・
在
学
の
中
学
生

以
上
の
方

●
申
込
期
限　

7
月
17
日（
金
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

消
防

総
務
課
警
防
救
急
担
当（
☎

62

−

4
1
1
2
）

農
業
委
員
会
か
ら
お
知
ら
せ

屋
調
査
士
会　

都
留
支
部
（
☎

45

−

0
3
0
3
）

●
試
験
日　

9
月
20
日
（
日
）

●
受
付
期
間　

7
月
27
日
（
月
）

〜
8
月
21
日
（
金
）

●
採
用
人
員　

　

警
察
官
A
（
男
性
）
16
名
程
度
、

警
察
官
A
（
女
性
）
2
名
程
度
、

警
察
官
A
（
男
性
・
武
術
指
導
）

2
名
程
度

※
大
学
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
28

年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

者
を
含
む
）

　

警
察
官
B
（
男
性
36
名
程
度
）

　

警
察
官
B
（
女
性
4
名
程
度
）

※
高
校
・
短
大
な
ど
を
卒
業
し
た

者
（
平
成
28
年
3
月
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

※
上
野
原
警
察
署
で
は
、
警
察
官

の
仕
事
の
内
容
な
ど
を
個
別
に

説
明
す
る
個
別
説
明
会
を
随
時

実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

上
野
原
警
察
署

警
務
係
採
用
担
当
（
☎
63

−

0
1
1
0
）

30
日
（
日
）、
9
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

ぴ
ゅ
あ
富
士　

団
体
連

絡
室

●
定
員　

25
名

●
参
加
費　

無
料

●
内
容　

子
育
て
に
つ
い
て
、
講

師
の
ラ
・
ペ
ジ
ブ
ル
（
家
庭
教

育
支
援
チ
ー
ム
）
氏
と
と
も
に

話
し
合
う
講
座

※
無
料
託
児
有
り
（
要
予
約
）

※
託
児
の
予
約
は
、
3
日
前
ま
で

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

ぴ
ゅ

あ
富
士
（
☎
45

−

1
6
6
6
）

第
2
回
山
梨
県
警
察
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

応
急
手
当
講
習
会
開
催
の

お
知
ら
せ

講習会の様子

不
動
産
表
示
登
記
無
料
相
談
会

の
お
知
ら
せ

上
野
原
高
校
ア
ニ
マ
シ
オ
ン

開
催
の
お
知
ら
せ

（
日
）
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分

※
ぜ
ひ
、
今
年
の
夏
は
、
屋
外
子

供
プ
ー
ル
と
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
火
曜
日
は
休
館
日
と
な
り
ま

す
。

●
問
い
合
わ
せ　

市
民
プ
ー
ル

（
☎
63

−

6
2
2
2
）

第
8
回
「
上
野
原
み
ん
な
の
発

表
会
」
開
催
と
参
加
者
募
集

屋
外
子
供
プ
ー
ル
と
ウ
ォ
ー

タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
が
オ
ー
プ
ン

「
と
も
す
く
広
場
」
開
催
の

お
知
ら
せ

熱 中症を予防しよう

ウォータースライダー

8 9
いち はや く

児童相談所全国共通ダイヤル

※一部の IP 電話からはつながりません。
※通話料がかかります。

お近くの児童相談所
につながります。☎

主な問い合わせ先

部署名 電話番号
市役所（代表）（62）3111
総 務 課（62）3117
企 画 課（62）3118
秋 山 支 所（56）2 111
税 務 課（62）3113
市 民 課（62）3112
生 活 環境課（62）3114
福 祉 課（62）3115
長 寿 健康課（62）4 133
経 済 課（62）3119
建 設 課（62）3123
都 市 計画課（62）3191
会 計 課（62）3116
議 会 事務局（62）3344
学 校 教育課（62）3408
社 会 教育課（62）3409
保健センター（62）4134
地域包括支援センター（62）3128
消 防 本 部（62）4 111

お掛け間違いのないように
お願いします。

《今月の俳句・短歌・川柳》

夏の空　夢をつらぬく
まっすぐな　飛行機雲の
生き方しよう　

（巌地区　佐々木信一さん）

「今月の俳句・短歌・川柳」を募
集します。申込みは、名前、連
絡先、作品、句の解説等をメー
ルまたは郵送で企画課までお送
りください。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

児童相談所全国共通ダイヤルが
3 桁の番号になります

  お知らせ

こんなときは 189 番へすぐ電話 !!
●「あの子、もしかして虐待を受けてるかし
ら・・・」

●「子育てが辛くてつい子どもにあたってし
まう・・・」

●「近所で子育てに悩んでいる人がいる・・・」
【問い合わせ】　
福祉課子育て支援担当（☎62–3115）

こまめな水分補給と

適度な塩分補給を

心がけましょう!!

熱中症とは、高温多湿の環境下において体
内の水分や塩分などのバランスが崩れ、体温
上昇、めまい、倦怠感、痙れん、意識障害な
どの症状を起こす病気です。家の中でじっと
していても室温や湿度が高い時は、熱中症に
なる場合があります。
こまめな水分補給と適度な塩分補給、適正
な服装、室温調節、適時の休憩などにより熱
中症を予防しましょう！

《救急車を呼ぼう !!》
次のような場合は、ためらわずに救急車を
呼びましょう。
●自分で水が飲めなかったり、脱力感や倦怠
感が強く、動くことができない場合
●意識がない（おかしい）、全身の痙れんがあ
るなどの症状を発見した場合

【問い合わせ】
消防総務課警防救急担当
（☎62-4112）

7月 1日から、児童相談所の全国共通ダ
イヤルが、覚えやすい3桁の番号になりま
した。

1
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児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
が
施
行
さ

れ
、
4
月
1
日
か
ら
支
給
額
が
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
障
害
福

祉
担
当
（
☎
62

−

3
1
1
5
）

●
対
象
者　

県
内
在
住
の
方

●
日
時　

8
月
5
日
（
水
）、
12
日

（
水
）、19
日
（
水
）、26
日
（
水
）、

9
月
2
日
（
水
）、
9
日
（
水
）、

16
日
（
水
）、
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
4
時
30
分

●
場
所　

山
梨
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室
（
甲

府
市
朝
日
4

−

5

−

21
）

●
内
容　

訪
問
介
護
員
3
級
程
度

課
程

●
定
員　

20
名

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

※
受
講
者
が
決
定
し
次
第
、
通
知

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

込
）

●
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

7
月
21
日
（
火
）

※
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
（
就
学

前
児
童
対
象
）
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

県
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
一

財
）
山
梨
県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会（
☎
0
5
5

−

2
5
2

−

7
0
1
4
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学
校

５
・
６
年
生
と
保
護
者

●
日
時　

7
月
29
日
（
水
）、
8
月

10
日
（
月
）

●
場
所　

百
蔵
浄
水
場
（
大
月
市
）

●
内
容　

水
道
施
設
の
見
学
や
実

験
な
ど
を
行
い
、
楽
し
み
な
が

ら
水
を
き
れ
い
に
す
る
仕
組
み

を
学
び
ま
す
。

●
定
員　

各
20
組

※
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

7
月
1
日
（
水
）

〜
17
日
（
金
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

東
部

地
域
広
域
水
道
企
業
団
（
☎

22

−

0
0
9
9
）

●
対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
、

市
内
に
通
勤
し
て
い
る
方
、
通

学
し
て
手
話
を
学
び
た
い
方
、

手
話
に
興
味
が
あ
る
方

●
日
時　

8
月
20
日
、
27
日
、
9

月
3
日
、
10
日
、
17
日
、
24
日
、

10
月
1
日
、
8
日
、
15
日
、
22
日

の
木
曜
日
、
午
後
7
時
〜
9
時

●
場
所　

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
6

●
定
員　

15
名

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

●
参
加
費　

5
0
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
）

●
申
込
期
間　

7
月
8
日
（
水
）

〜
23
日
（
木
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
社

会
福
祉
協
議
会
事
務
局
（
☎

63

−

0
0
0
2
）

「
夏
休
み
浄
水
場
見
学
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

『
家
庭
生
活
支
援
員（
生
活
援
助
）

養
成
研
修
講
座
』
受
講
者
募
集

平
成
27
年
度
初
級
手
話
講
習
会

参
加
者
募
集

B 型・C 型ウイルス性肝炎のインターフェ
ロンなどの治療を行った場合、その医療費
の一部を助成する制度があります。

■ 助成内容　診療費、検査費、入院費、薬
　剤費などの窓口支払いの上限を、所得に
　応じて月額 1万円または 2万円として、
　残りの費用を助成します。
■ 助成期間　原則1年以内（治療予定に合
わせた期間）

※申請される場合は、主治医と相談のうえ、
この助成制度を利用してください。

※詳しくは、お問い合わせください。
■ 問い合わせ　県富士・東部保健福祉事務
所地域保健課（☎0555-24-9035）

  お知らせ

3、特別障害者手当
支給額（月額）

26,000 円　⇒　26,620 円

1、特別児童扶養手当
支給額（月額）
1級 49,900円　⇒　51,100 円
２級 33,230円　⇒　34,030 円

2、障害児福祉手当
支給額（月額）

14,140円　⇒　14,480 円

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
障
害

児
福
祉
手
当
・
特
別
障
害
者

手
当
の
支
給
額
の
変
更

肝炎治療医療費助成制度

●
日
時　

8
月
2
日
（
日
）
午
後

2
時
〜
4
時

※
受
付
開
始
は
、
午
後
1
時
30
分

か
ら
で
す
。

●
場
所　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

２
階
大
会
議
室

●
費
用　

無
料

●
後
援　

市
、
市
教
育
委
員
会
、

市
社
会
福
祉
協
議
会

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

手
話
の
街
を
創

る
会
渡
辺
（
☎
0
9
0

−
4
0
9
4

−

1
2
0
1
）

募集種目 募集人員 資格 受付期間 試験日

航空学生
《参考 26 年度》
海　約 70名（うち女子若干名）
空　約 50名（男女の区別なし）

高卒（見込含）21歳未満
の者

8月1日（土）
〜 9月 8日（火）

《1 次》9 月 23日（祝・水）
《2 次》10 月 17日（土）〜 22日（木）
《3 次》11月 14日（土）〜 12月 17日（木）

一般曹候補生

《参考 26 年度》
陸　約 2,670 名（うち女子約 150名）
海　約 1,000 名（うち女子約 40名）
空　約 750名（うち女子約 80名）

18歳以上
27歳未満の者

8月1日（土）
〜 9月 8日（火）

《1 次》☆9月18日（金）・19日（土）
《2 次》☆10月8日（木）〜14日（水）

自衛官
候補生

男子
《参考 26 年度》
陸　約 5,750 名、海　約 570名、
空　約 1,100 名

原則、通年受け
付けています。
締切日 9月 8日
（火）（予定）

受付時に、試験日をお知らせします。

女子
《参考 26 年度》
陸　約 500名、海　約 80名、
空　約 130名

8月1日（土）
〜 9月 8日（火）☆9月25日（金）・29日（火）

防衛
大学校
学生

推薦 人文・社会科学専攻　約20名（うち女子約5名）
理工学専攻　約80名（うち女子約 5名）

高卒（見込含）21歳未満の
成績優秀かつ生徒会活動な
どに顕著な実績を修め、学
校長が推薦できる者

9月 5日（土）
〜 9日（水）

9月26日（土）・27日（日）

総合
選抜

約 40名（うち女子若干名）
【人文・社会科学専攻および理工学専攻合わせて】 高卒（見込含）21歳未満

の者（自衛官は 23歳未満）

《1 次》9 月 26日（土）
《2 次》10月31日（土）・ 11月1日（日）

一般
（前期）

人文・社会科学専攻　約 65名（うち女子約15名）
理工学専攻　約 235名（うち女子約 15名）

9月 5日（土）
〜 30日（水）

《1 次》11月7日（土）・8日（日）
《2 次》 12月8日（火）〜12日（土）

一般
（後期）

人文・社会科学専攻　約 10名（うち女子若干名）
理工学専攻　約 30名（うち女子若干名）

高卒（見込含）21歳未満
の者（自衛官は23歳未満）

平成28年 1月 20日
（水）〜 29日（金）

《1 次》平成28年2月20日（土）
《2 次》平成28年3月11日（金）

※☆印は、その期間中のいずれかの日を試験日として指定します。
※この他にも、防衛医科大学校学科学生や看護学科学生の募集も行っています。詳細は、お問い合わせください。
●問い合わせ　自衛隊大月地域事務所（☎ 22-1298）

平成 27 年度自衛官等募集案内

「
ゆ
ず
り
葉
」
上
映
会
開
催
の

お
知
ら
せ

●
受
験
資
格　

《
経
営
指
導
員
》
4
月
1
日
現
在

で
満
41
歳
未
満
の
者

《
経
営
指
導
員
研
修
生
》
4
月
1

日
現
在
で
満
28
歳
未
満
の
者

※
受
験
資
格
は
、
年
齢
制
限
の
他

に
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
山

梨
県
商
工
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

経
営
指
導
員
・
経
営
指
導
員

研
修
生
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

●
採
用
人
員　

若
干
名

●
申
込
期
間　

6
月
8
日
（
月
）

〜
7
月
31
日
（
金
）

●
試
験
日　

8
月
30
日
（
日
）

●
試
験
科
目　

一
般
教
養
、
職
場

適
応
性
検
査

●
給
与
・
待
遇　

商
工
会
統
一
規

定
に
よ
る

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

山
梨
県
商
工
会

連
合
会
総
務
課（
☎
0
5
5

−

2
3
5

−

2
1
1
5
）

初代熱波女王

第6回熱波甲子園で優勝 !!

6 月 15 日（月）に横浜市で行われた第 6 回熱波甲子園の
女性部門で、秋山温泉が優勝を果たしました。女性部門
は、今大会から始められたもので、優勝した秋山温泉は、

『初代熱波女王』の称号を獲得しました。

※熱波甲子園とは、全国の温泉施設内で実施されるパフォーマンス技術を
競う大会です。

秋山温泉（写真右から　佐藤 茜さん、河内奈美さん、梶原美樹さん）

イメージ

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

有料広告

● 子育てプレイルーム す くすく育て、
うえのはらっ子  

● 7 月の各種相談日

区　　分 日　　時 場　　所
市 民 課 日 曜 窓 口 26 日（日）

午前 9：00 〜正午
市民課カウンター 
☎ 62-3112

窓口業務

区　　分 日　　時 場　　所
結 婚 相 談 所 毎週日曜日

午前 10：00 〜午後 3：00
織物工業協同組合
☎ 63-3800

学校カウンセラー
教 育 相 談

毎週月曜日〜金曜日
（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 4：00

もみじホール相談室
☎ 63-5700
 0120-28-7830

消費生活相談 毎週火曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

生活環境課生活環境担当
☎ 62-3114

市 税 収 納・
納 税 相 談

26 日（日）
午前 9：00 〜正午

税務課カウンター 
☎ 62-3113

●『たまひよママのお茶会』

診療時間 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内 科 
一 般 外 来

午前 
初診予約なし

午前
 予約のみ

藤来

 ※ 1 反頭・清水
竹内・田邉

田邉

岡本・村田
石井

反頭

藤来・
川合・清水

村田

清水
濱・藤来

山﨑

岡本・村田
進藤

内科医師

神 経 内 科 午前 瀧山
小 児 科 午前 牧野 杣津 牧野 牧野 牧野
小 児 心 臓 外 来 午後 ※ 2（予約）

脳 神 経 外 科 午前 長坂 長坂 長坂 山梨大非常
勤医師交替 長坂

外科・肛門外科
午前 吉田（完全予約制） 遠藤 冨岡 協会非常勤 冨岡
午後 冨岡

胸 部 外 科 午後 平良（予約）
皮 膚 科 午前 / 午後 大沼（午後のみ） 三井 安藤
整 形 外 科 午前 金沢 中島 戸島 田 須田

眼 科 午前 地場（午後あり） 館野 ※ 3 大野
（予約）

※ 4 大野
（時間短縮）

耳 鼻 咽 喉 科 午前 / 午後 山梨大非常勤医師 山梨大非常勤医師

※ 5 泌 尿 器 科 午前 7/7・21 7/4・18・25
※ 6 婦 人 科 午前 山梨大非常勤医師

西 原 診 療 所 午後 反頭

秋 山 診 療 所
午前
午後

岡本
岡本

反頭 古屋 上條

※この案内は、6 月 10 日現在のものです。都合により変更となる場合があります。

《上野原市立病院 7 月の外来診療のご案内》　　●問い合わせ　市立病院（☎ 62−5121）

★小児科の夜間・休日診療などは、山梨県の小児医療体制などに基づき、「富士・東部小児初期救急医療センター」
で行っていて、富士・東部医療圏の病院はすべて同様の対応となっています。当院の小児科医は、他病院の小
児科医とともに、センターでの診療にあたっています。ご理解とご協力をお願いします。（富士東部小児初期救
急医療センター☎ 0555-24-9977）

●受付時間は、午前 8 時〜 11 時 30 分です。午後の受診がある場合は、午後 2 時〜 4 時です。
●※印は、担当医師や受付時間が通常と違いますので、ご注意ください。
※ 1　4 月から竹内医師による「睡眠時無呼吸・いびき」の専門外来を始めます。
※ 2　小児心臓外来は、第 1 木曜日の診療で予約制です。
※ 3　眼科の大野医師の外来は、原則、白内障手術紹介患者の完全予約制外来です。
※ 4　眼科の大野医師の診療受付は、午前 10 時までとなります。
※ 5　泌尿器科の診療は、不定期となります【診療日：小松医師 7 月 4 日（土）・18 日（土）、阿南医師 7 月 25 日（土）、村石医師 7 月 7 日（火）・
　　　21 日（火）】。なお、初診の受付の火曜日は、午前 10 時までとなります。また、土曜日は、午前 11 時 30 分までとなります。　
※ 6　婦人科の診療は、4 月から山梨大学の派遣医師による午前のみの診察で、受付時間は、従来どおり午前 10 時 30 分までとなり
　　　ます。派遣医師は、渡邊弓花、大木麻喜医師で交代制の予定です。

区　　分 日　　時 場　　所
児 童 巡 回 相 談 9 日（木）（要予約☎ 62-3115）

午前 10：00 〜午後 3：00
もみじホール

3 階和室

児童家庭相談室 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-1199

母 子 家 庭 相 談 毎週月曜日〜金曜日（祝日除く）
午前 8：30 〜午後 5：00

福祉課子育て支援担当
☎ 62-3115

ふれあい福祉相談 毎週木曜日
午前 10：00 〜午後 3：00

市勤労青少年ホーム
相談室☎ 63-3444

人 権 相 談 10 日（金）、24 日（金）
午前 10：00 〜正午

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

行 政 相 談 21 日（火）
午前 10：00 〜正午 市役所 1 階会議室 A

障害者出張相談 16 日（木）（要予約☎ 62 ー 3115）
午後 1：30 〜 4：00

市役所 1 階会議室 B
（福祉課横）

●『地域子育て支援センター』

子育てプレイルームをはじめ、

「たまひよママのお茶会」は、親

同士の交流や情報交換の場として

ご利用ください。

長く使えるエコなヤザキの商品
（−30℃から100℃まで対応）
安心・安全なプラスチックで
食品メーカーでも使用されています。

株式会社　富田
〒 409-0112 上野原市上野原 3261
☎ 0554-63-1331（代）　日曜・祝日定休日　国道 20 号 つるしん前

やっぱり ポリバケツは「ヤザキ」

表にも裏にも駐車場があります
お買い物は、お車でどうぞ !!

■ 登録料：1,080 円（会員無料）
■ 会　費：5,400 円（5 日間）
■ 時　間：12：15 〜 13：20
※火曜日はお休みです。※送迎バス有り

水泳コーチ・バス運転手募集！！
（社員・パート・アルバイト）

水泳をはじめよう !!　短期水泳教室受付中 !!
■ S ｰ 1：7 月 20 日（月・祝）〜 25 日（土）
■ S ｰ 2：7 月 27 日（月）〜 8 月 1 日（土）
■ S ｰ 3：8 月 3 日（月）〜 8 日（土）
※詳しくは、お問い合わせください。

【問い合わせ】　上野原スポーツクラブ
（上野原市民プール内）☎ 63-6222

ジョーロもあります

【日　時】　7月1日（水）、8日（水）、22日（水）午前9時〜正午、
　　  　　 　 7月15日（水）、29日（水）　午前 9時〜午後 3時

【場　所】　もみじホール 2階会議室 2
※初めて利用される方は、事前に申し込みください。
※詳しくは、お問い合わせください。
●申込み・問い合わせ　福祉課子育て支援担当（☎
62-3115）

《 コモア 》　代表者　森本（☎66-4308）
【日　時】　7月 3日（金）、８月お休み。午前 10時〜午後 1時
【場　所】　コモア内一丁目集会所　
《 棡　原 》　代表者　互井（☎090-3212-2262）
【日　時】　7月 23日（木）、8月お休み。午前 10時〜正午
【場　所】　棡原保育所
《 島　田 》　代表者　佐藤（☎63-1519）
【日　時】　7月 24日（金）、8月お休み。午前 10時〜正午
【場　所】　島田コミュニティセンター

【対象者】　就学前の児童と保護者、妊婦、子育て支援　
　　　　    活動を行う方

【日　時】　平日　午前８時30分〜午後4時 30分
【場　所】　巌こども園内
【利用料】　無料
※地域子育て支援センターとは、親子が自由に遊ぶことが
でき、親同士の交流や情報の交換、相談などができる場
所です。

【問い合わせ】　子育て支援センター（☎62−6201）
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《募集》わが家の主役に掲載する写真を募集しています。掲載を希望される方は、企画課までお問い合わせください。 企画課政策推進担当　 （☎ 62-3118）

『
根
付
け
』
に
想
い
を
込
め
て

昭
和
13
年
9
月
生
ま
れ
で
、
77
歳
に

な
る
土
屋
絹
子
さ
ん
。
2
年
前
か
ら
は

じ
ま
っ
た
八
重
山
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
で

は
、
選
手
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て
応
援

し
て
い
る
。
今
年
は
、
参
加
す
る
選
手

に
、「
根
付
け
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

応
援
し
よ
う
と
、1
0
0
0
個
の
「
根

付
け
」
を
つ
く
る
と
決
め
た
。

土
屋
さ
ん
は
、「
大
会
当
時
ま
で
に

用
意
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た
」
ま
た
、

「
一
緒
に
選
手
と
走
っ
て
い
る
つ
も
り

で
一
つ
一
つ
心
を
こ
め
て
つ
く
っ
た
」

と
話
す
。

土
屋
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
八
重
山

ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
に
参
加
す
る
選
手
を

応
援
し
て
い
き
た
い
と
、手
作
り
の
「
根

付
け
」
を
両
手
に
話
し
て
く
れ
た
。
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屋  絹
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子
（上野原地区新一在住）
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問い合わせ　
市男女共同参画推進委員会
（総務課行政防災担当内）
（☎ 63-3117）

新
た
な

ス
タ
ー
ト
！

「
ス
マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配
布

6
月
8
日
、
上
野
原
市
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
会
で
は
、
4
月

に
作
成
し
た
「
第
二
次
上
野
原
ス

マ
イ
ル
プ
ラ
ン
」（
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
）
の
内
容
を
掲
載
し
た

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
、
上
野
原
駅
前

で
配
布
し
ま
し
た
。
配
布
は
、
午
前

7
時
と
午
前
9
時
の
2
回
に
分
け

て
、
5
人
の
推
進
委
員
が
、「
6
月

は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
配
布
し
ま
し

た
。
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
高
校
生

に
は
、「
現
代
社
会
の
勉
強
に
な
る

か
ら
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
手
渡

し
た
り
、知
り
合
い
の
方
に
は
、「
ぜ

ひ
読
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
な
が
ら
配
布
し
ま
し
た
。
2
年

前
に
も
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を

行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
時
の
こ
と

を
覚
え
て
い
る
方
は
、「
以
前
も
、

い
た
だ
き
ま
し
た
。
頑
張
っ
て
ま

す
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し

た
。
私
た
ち
委
員
に
と
っ
て
は
、

と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
私
た
ち
委
員
は
、

市
役
所
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で
、
広
報
う
え
の

は
ら
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載
し
た
さ
ん
か
く
フ
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ミ
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ー
の
4
コ
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漫
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な
ど
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示
し
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男
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参
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。
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展示の様子

上野原地区　網野   心
こころ

 ちゃん  　 （6 歳 7 か月）
　　　　　　  　   心

こ は な

花 ちゃん   （3 歳 10 か月）
　　　　　　    騎

な い と

士 くん      （2 歳 2 か月）
光善さん、優さんの長女・二女・長男
“いつまでも仲良し姉弟でいてね !!”

上野原地区　大森   悠
ゆ う と

央 くん 　　 （5 歳 10 か月）
　　　　　　  　   彩

あ い

生 ちゃん     （4 歳 7 か月）
　　　　　　    陽

は る き

生 くん        （0 歳 5 か月）
洋平さん、菜実子さんの長男・長女・二男

“たくさん食べて　大きくな〜れ♡”

市内で頑張っている方、輝いている方が身近にいました
ら企画課まで紹介してください。
企画課政策推進担当（☎ 62-3118）

リンデン
だより

お
め
で
た

お
く
や
み

（
　
）は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、
死
亡

の
場
合
は
届
出
人
【
敬
称
略
　
順
不
同
】

＝
5
月
中
届
出
分
＝

図書館イベント情報
図書館朗読のつどい おはなし会 親子文芸講座 子ども映画館 映画鑑賞会

タ イ ト ル 名 「小僧の神様」
志賀直哉 / 作ほか

「おひさまみたいに」
ほか 「押し花教室」 「パーシーとどうぶつ

たち」 『宮崎駿の仕事』

開 催 日 7 月 18 日（土） 7 月 18 日（土） 7 月 25 日（土） 7 月 11 日（土） 7 月 19 日（日）

時 　 間 午後 1 時開演 午後 2 時 30 分〜 午後 2 時〜 3 時 午前 10 時〜 10 時 50 分
午後 2 時〜 2 時 50 分 午後 2 時〜 4 時 50 分

そ の 他 会場：もみじホール 協力：たんぽぽ会
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